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利用目的 

自社製品の特性の把握を目的とする。 

アクリル樹脂の一部をポリジメチルシロキサン(以下 PDMS と呼ぶ)に変性した製品において、剥離力などの

PDMS 由来の特性はモノマーの配合量だけでは予測ができない。 

PDMS が表面にどれだけ整列しているかなどの表面状態が剥離力の機能に関わっているとされ、作成した塗

膜での PDMS 部位の表面配向性の違いを把握し、剥離力や撥水性などの物性をコントロールしたい。 

測定条件 

・内容 

・基材上(銅蒸着 PET フィルム)に弊社製品シリコーン変性アクリル樹脂を塗

工した試験片 5 水準を 5mm*10mm 程度に切り、サンプルプレート上に導電テ

ープで貼り付け、真空状態で XAFS 測定を行った。 

 Si、O、C に対して全電子収量法と部分蛍光収量法で測定を行い。表面とバ

ルクの原子に差があるかを確認する。 

 本資料では Si に対しての測定データを報告する。 

結果概要 

シリコーン量、分子量を振ったアクリル樹脂を塗膜化した 5 水準を測定した。 

表 1.測定サンプル弊社データ 

 

 

 



[Si 測定] 

XAFS の TEY 測定においては、1845eV において PDMS 量に比例した強度のピークが得られ、

1820eV においてスペクトルの変化が見られた。(図 1,図 2)。PFY 測定においても 1845eV にピー

クが見られたが PDMS 量に比例せず、蛍光の自己吸収によるものと推測している(図 2)。 

[C,O 測定] 

時間が足りず、塗膜②と③のみ測定した。C 原子に関して、PFY は蛍光の自己吸収により、十分な

データが取れなかった。O 原子に関しては、スペクトルに変化が見られたものの、データが足り

ず、解釈できなかった。 

 


